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町の魅力伝えます！
　　　　　おおい観光フレンズ決定

　　　　　　（関連記事８、９ページ）



大
飯
発
電
所
の
３
・
４
号
機
再
起
動
を
容
認

2

一
、 

６
月
８
日
に
野
田
総
理
大
臣
よ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
原
子
力
発
電
に
対
す

　
　

る
政
府
の
基
本
的
な
考
え
と
、強
い
思
い
を
国
民
に
向
け
て
語
ら
れ
た
こ
と
。 

　
　

ま
た
、
立
地
町
と
し
て
、
そ
れ
を
重
く
受
け
止
め
た
こ
と

一
、
国
が
示
し
た
原
子
力
発
電
所
の
再
起
動
に
当
た
っ
て
の
判
断
基
準
に
つ
い

　
　

て
、
県
原
子
力
安
全
専
門
委
員
会
の
検
証
に
お
い
て
妥
当
と
評
価
さ
れ
た

　
　

こ
と
。
ま
た
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
町
民
説
明
会
時
に
町
民
か
ら
意
見

　
　

が
あ
っ
た
、
活
断
層
が
３
連
動
す
る
場
合
や
、
免
震
事
務
棟
・
フ
ィ
ル
タ
ー

　
　

ベ
ン
ト
・
防
波
堤
と
い
っ
た
施
設
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
の
安
全
性
が
確

　
　

認
さ
れ
た
こ
と

一
、
原
子
力
規
制
庁
の
設
置
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
見
込
み
で

問

企
画
課　
☎
77
・
１
１
１
１

　

４
月
14
日
に
枝
野
経
済
産
業
大
臣
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
大
飯
発
電
所
３
・
４
号
機
の
再
起

動
に
つ
い
て
、
時
岡
町
長
が
６
月
14
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
全
員
協
議
会
で
、
町
と
し
て

同
意
す
る
こ
と
を
容
認
し
ま
し
た
。
同
日
、
県
庁
へ
赴
き
、
西
川
福
井
県
知
事
に
報
告
し

ま
し
た
。

　

大
飯
発
電
所
３
・
４
号
機
の
再
起
動
に
つ
い
て
、
主
に
次
の
理
由
に
よ
り
、

お
お
い
町
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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あ
る
が
、
設
置
ま
で
の
間
は
、
西
川
知
事
が
提
案
さ
れ
た
、
大
飯
発
電
所

　
　

の
特
別
な
監
視
体
制
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

一
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ

　
　

い
た
結
果
、
苦
渋
の
選
択
と
し
て
容
認
の
判
断
を
い
た
だ
い
た
こ
と

一
、
長
年
立
地
町
と
し
て
消
費
地
へ
の
電
力
供
給
を
担
い
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

政
策
に
協
力
し
て
き
た
町
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う
思
い

　

以
上
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

　
　
　

大
飯
発
電
所
３
・
４
号
機
の
再
起
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

大飯発電所３ ・ ４号機

再起動までの流れ

６月１４日㈭に開かれた町議会全員協議会

　　　　　４月１３日

　　　　　４月１４日

　　　　　４月２６日

　　　　　５月１４日

　　　　　６月８日　

　　　　　６月１１日

　　　　　６月１４日

　　　　　６月１６日

　　　　
　　　　　７月上旬

　　　　　７月下旬

再起動に関する四大臣の判断

枝野経済産業大臣が福井県を訪
問し、西川知事、時岡町長、新
谷議長に説明

町民説明会

町議会容認判断

野田首相会見

福井県原子力安全専門委員会が
西川知事に報告書を提出

おおい町が再起動を容認

福井県が再起動に同意
国が再起動を決定

３号機フル稼働予定

４号機フル稼働予定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
お
い
町
長　

時　

岡　
　
　

忍
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免
震
事
務
棟

■
役
割

事
故
時
の
資
機
材
確
保
、
対
応
要
員
収
容
、

カ
メ
ラ
等
に
よ
る
建
屋
等
の
周
辺
状
況
の

監
視
機
能
を
集
約
し
、
事
故
時
の
指
揮
機

能
を
よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。 

■
整
備
状
況

敷
地
選
定
の
た
め
の
地
質
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
27
年
度
運
用
開
始
予
定
）

■
確
保
さ
れ
て
い
る
対
応
策

大
飯
発
電
所
で
は
、
免
震
事
務
棟
の
代
替

場
所
と
し
て
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
内
に
あ

る
中
央
制
御
室
（
海
抜
21
・
８
ｍ
）
横
の

会
議
室
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
中
央
制

御
室
横
の
２
つ
の
室
（
約
１
５
０
人
収
容
）

に
、
作
業
員
を
待
機
さ
せ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
代
替
場
所
は
、
放
射
線
遮

へ
い
性
能
と
耐
震
性
を
有
し
、
国
が
安
全

基
準
で
対
応
を
求
め
て
い
る
高
さ
の
津
波

を
回
避
で
き
る
高
さ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

発
電
所
構
内
間
で
の
通
信
手
段
や
外
部
と

の
連
絡
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
福
井
県
原
子
力
安
全

専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
免
震
事
務
棟
が

（完成イメージ）（完成イメージ）完
成
す
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
も
、
事
故

時
の
指
揮
所
の
機
能
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
免
震
事
務
棟
が
完
成
す
る
ま
で

の
間
に
つ
い
て
、
上
記
の
代
替
場
所
に
加

え
、
大
飯
発
電
所
敷
地
内
に
あ
る
研
修
館

と
敷
地
外
の
「
お
お
い
り
館
」
の
耐
震
補

強
工
事
や
空
気
浄
化
装
置
の
設
置
等
を
平

成
24
年
内
に
完
了
し
、
追
加
の
作
業
員
の

待
機
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

中期的な安全対策に
ついて
福井県原子力安全専門委員会によって、福島福井県原子力安全専門委員会によって、福島
第一原子力発電所事故を教訓として想定すべ第一原子力発電所事故を教訓として想定すべ
きとされる地震・津波が来襲しても、原子炉きとされる地震・津波が来襲しても、原子炉
の安全を確保するために必要な対策は確保での安全を確保するために必要な対策は確保で
きていると評価されました。きていると評価されました。
安全対策に終わりはなく、さらなる安全性向安全対策に終わりはなく、さらなる安全性向
上のため、事業者が中期的に実施するとして上のため、事業者が中期的に実施するとして
いる安全対策のうち、特に論点となっているいる安全対策のうち、特に論点となっている
（１）免震事務棟の設置（１）免震事務棟の設置
（２）フィルター付格納容器ベントの設置（２）フィルター付格納容器ベントの設置
（３）防波堤等の設置（３）防波堤等の設置
が完了するまでの代替措置を確認しました。が完了するまでの代替措置を確認しました。
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フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト

■
役
割

格
納
容
器
の
内
圧
が
大
幅
に
上
昇
し
て
も
、

格
納
容
器
内
の
気
体
を
外
部
へ
放
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
り
、

放
出
す
る
気
体
中
の
放
射
性
物
質
を
大
幅

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
整
備
状
況

設
備
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
27
年
度
設
置
完
了
予
定
）

■
現
状
確
保
さ
れ
て
い
る
対
応
策

事
故
等
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
う

ま
く
働
か
ず
、
炉
心
が
損
傷
し
、
格
納
容

器
の
内
圧
が
大
幅
に
上
昇
し
た
場
合
は
、

よ
う
素
除
去
効
果
の
あ
る
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
に
よ
り
そ
の
内
圧
を
抑
制
し
、
格
納

容
器
の
破
損
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
配
備

済
み
の
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
り
冷
却
機
能

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
多

様
な
格
納
容
器
の
冷
却
機
能
を
有
し
て
い

ま
す
。

原
子
炉
の
熱
を
蒸
気
発
生
器
に
伝
え
る
１
次

系
と
、
そ
の
熱
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
で
放

射
能
を
含
ま
な
い
蒸
気
を
発
生
さ
せ
タ
ー
ビ

ン
を
回
す
２
次
系
か
ら
な
る
大
飯
発
電
所
の

よ
う
な
加
圧
水
型
原
子
炉
で
は
、
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
時
に
お
け
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト

の
必
要
性
は
、
沸
騰
水
型
原
子
炉
に
比
べ
て

格
段
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現

状
に
お
い
て
も
格
納
容
器
の
減
圧
方
法
と
し

て
、複
数
の
減
圧
手
段
が
あ
り
、フ
ィ
ル
タ
ー

付
ベ
ン
ト
設
備
の
代
替
措
置
が
十
分
機
能
す

る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

防
波
堤

■
役
割

津
波
の
衝
撃
力
を
緩
和
さ
せ
、
防
波
堤
・

防
潮
堤
よ
り
内
側
の
設
備
を
防
護
し
ま
す
。 

※
港
湾
に
設
置
す
る
も
の
を
「
防
波
堤
」、

水
際
の
陸
地
に
設
置
す
る
も
の
を
「
防
潮

堤
」
と
し
て
い
ま
す
。 

■
整
備
状
況

・ 

タ
ン
ク
ま
わ
り
の
防
護
壁
の
設
置

（
平
成
24
年
度
完
了
予
定
）

・ 

既
存
防
波
堤
の
か
さ
上
げ

・ 

取
水
設
備
ま
わ
り
の
防
護
壁
の
設
置

・ 

放
水
路
ピ
ッ
ト
か
さ
上
げ

・ 

防
潮
堤
設
置

（
平
成
25
年
度
完
了
予
定
）

■
確
保
さ
れ
て
い
る
対
応
策

必
要
な
機
器
が
配
置
さ
れ
る
建
屋
は
海
抜

9
・
7
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ
り
、
浸
入
口

と
な
る
扉
等
は
海
抜
10
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
内
へ
の
浸
水
を

防
ぐ
対
策
と
し
て
、
機
器
が
配
置
さ
れ
て

い
る
部
屋
の
扉
お
よ
び
貫
通
部
の
シ
ー
ル
施

工
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
11
・
4
メ
ー
ト
ル 

の
静
水
圧
に
耐
え
る
強
度
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
建
屋
内
へ
の
浸
水
防
止
の
機
能
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
水
ポ
ン
プ
が
浸
水

し
た
場
合
に
は
、
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
の
海
水
供
給
用
可
搬

式
ポ
ン
プ
や
海
水
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
の
予
備
品

な
ど
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
旧

ま
で
の
間
、
海
水
ポ
ン
プ
の
機
能
を
代
替
す

る
移
動
式
の
大
容
量
ポ
ン
プ
車
も
既
に
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現

状
で
も
、
浸
水
防
止
策
や
海
水
ポ
ン
プ
の
代

替
措
置
策
が
完
了
し
て
お
り
、
敷
地
内
に
津

波
が
浸
入
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
が
十
分

機
能
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

（フィルター付きベントイメージ）

55

※消波ブロックの高さ 約3ｍ

既存の防波堤を消波ブロック
1段分のかさ上げをする

既存防波堤かさ上げ部 T.P. ＋8ｍ
（かさ上げ後）

▽海水面

追加
消波
ブロ
ック

既設消波ブロック等

既設セル護岸

T.P. ＋5ｍ
（かさ上げ後）
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名田庄診療所長　中村伸一

　

５
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
近
く

の
サ
ン
ケ
イ
ブ
リ
ー
ゼ
で
、「
中
村

仁
一
、
中
村
伸
一
＆
上
野
文
規
『
大

往
生
』
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
や
45
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
『
大
往
生
し
た
け
り
ゃ
医

療
と
関
わ
る
な
』
の
著
者
が
中
村
仁

一
先
生
（
70
代
）
で
す
。
私
（
40
代
）

の
著
書『
自
宅
で
大
往
生
』と
は
、『
大

往
生
』
つ
な
が
り
に
な
り
ま
す
。

　

仁
一
先
生
と
私
の
共
通
の
知
人

で
、
今
回
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
企

画
し
た
の
が
、
介
護
総
合
研
究
所

の
上
野
文
規
さ
ん
（
50
代
）
で
す
。

70
代
、
50
代
、
40
代
の
３
人
が
、
医

療
と
介
護
の
両
面
か
ら
大
往
生
に

つ
い
て
、
約
３
５
０
人
の
お
客
さ
ん

を
前
に
４
時
間
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

中
村
仁
一
先
生
は
、
著
書
の
タ

イ
ト
ル
こ
そ
過
激
で
す
が
、
ご
本

人
は
い
た
っ
て
陽
気
で
気
さ
く
な

方
で
す
。
し
か
も
、
語
り
は
ユ
ー

モ
ア
満
載
で
迫
力
満
点
で
す
。

　

仁
一
先
生
の
お
話
を
聴
い
て
感

じ
た
の
は
、
人
に
対
す
る
や
さ
し
さ

と
厳
し
さ
の
す
ば
ら
し
い
バ
ラ
ン

ス
、
そ
し
て
世
間
か
ら
の
批
判
を
恐

れ
ず
持
論
を
展
開
す
る
勇
気
で
す
。

　

著
書
の
タ
イ
ト
ル
を
真
に
受
け

る
と
、
医
療
に
か
か
わ
る
と
大
往

生
で
き
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ

ち
ゃ
い
ま
す
が
、
本
質
は
そ
こ
で

は
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

仁
一
先
生
の
講
演
の
中
で
、
私

が
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
箇
条
書

き
に
し
ま
す
。

＊
年
を
取
っ
た
ら
〝
老
い
〞
を
認   

め
る
こ
と

＊
〝
老
い
〞
を
〝
病
〞
に
す
り
か

え
て
回
復
を
期
待
す
る
か
ら
、
間

違
い
が
起
こ
る

＊
死
が
迫
る
と
食
欲
が
落
ち
る
の

は
当
た
り
前
で
、
食
べ
な
い
か
ら

死
ぬ
の
で
は
な
い

＊
死
に
行
く
体
に
無
理
や
り
栄
養

を
与
え
る
の
は
、
医
療
の
虐
待

＊
死
に
か
け
た
体
に
高
カ
ロ
リ
ー
食

品
の
食
事
介
助
は
、
介
護
の
拷
問

＊
〝
で
き
る
だ
け
手
を
尽
く
す
〞　

こ
と
を
優
先
さ
せ
る
医
療
者
、
介

護
関
係
者
と
〝
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
し
て
あ
げ
た
い
〞
家
族
が
、

本
人
を
不
幸
に
す
る

＊
家
族
と
い
え
ど
も
、
本
人
の
生

死
に
関
わ
る
意
向
は
知
ら
な
い
は

ず
（
知
っ
て
い
る
の
は
、
せ
い
ぜ

い
好
き
な
食
べ
物
と
テ
レ
ビ
番
組
）

＊
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら
死
に
つ

い
て
家
族
で
語
り
合
う
こ
と
が
大
切

＊
死
ぬ
と
し
た
ら
、
最
期
ま
で
意

思
表
示
可
能
で
じ
わ
じ
わ
弱
っ
て

い
く
〝
が
ん
〞
が
い
い

＊
自
然
な
死
に
ざ
ま
を
下
の
世
代

に
見
せ
て〝
看
取
ら
せ
る
〞こ
と
が
、

年
寄
り
の
役
割

＊
そ
の
た
め
に
は
本
人
の
決
心
や
希

望
だ
け
で
な
く
、
信
念
と
覚
悟
が
必
要

＊
医
者
は
医
学
の
勉
強
は
し
て
い

る
が
、
人
生
の
勉
強
や
厳
し
い
修

行
は
し
て
い
な
い

＊
だ
か
ら
、
自
分
の
人
生
の
最
期

を
医
者
だ
け
に
任
せ
る
な
ん
て
、

も
っ
て
の
ほ
か

＊〝
健
康
〞に
振
り
回
さ
れ
ず
、〝
死
〞

は
妙
に
逆
ら
わ
ず
、
医
療
は
限
定

利
用
を
心
が
け
よ

　

う
〜
ん
、
な
る
ほ
ど
。
す
べ
て

に
納
得
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
確

か
に
一
理
あ
り
ま
す
よ
ね
。

な
ご
み
診
療
所　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　

  

※
健
康
保
険
証
は
、
月
に
１
度
必
ず
窓
口
で
お
見
せ
下
さ
い
。

　
　
　

※
診
察
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

こ
ち
ら

 　

な
ご
み
診
療
所

　

日
常
よ
く
使
う
肩
。
よ
く
肩
が
痛

い
と
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
多

い
も
の
が
「
肩
関
節
周
囲
炎
」、
い
わ

ゆ
る
五
十
肩
で
す
。
肩
の
使
い
過
ぎ

で
、関
節
や
周
囲
組
織（
腱
や
滑
液
包
）

が
炎
症
を
起
こ
し
、
痛
み
や
可
動
域

の
低
下
が
起
こ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
生
活
で
困
る
こ
と
が
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
い
く
つ

か
生
活
指
導
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
寝
る
姿
勢
で
す
。
仰
向
け
で

寝
る
場
合
は
肩
の
下
に
タ
オ
ル
・
ク
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
置
き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
横
向
き

で
寝
る
場
合
は
、
抱
き
枕
な
ど
で
腕
が

下
が
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

二
つ
目
に
、
五
十
肩
の
特
徴
で
あ

る
夜
間
の
痛
み
に
対
し
て
で
す
が
、
夜

間
痛
は
肩
が
冷
え
た
時
に
起
こ
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
肩
用
の
保
温
サ
ポ
ー

荒木　義光　
理学療法士

タ
ー
や
カ
イ
ロ（
低
温
や
け
ど
に
注
意
）

を
使
用
し
た
り
、
布
団
か
ら
肩
が
露
出

し
な
い
よ
う
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
掛
け

る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
逆
に
熱
感

が
あ
る
場
合
は
、
湿
布
や
氷
を
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
患
部
を
冷
や
す
こ
と
で

緩
和
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
に
、
一
般
的
な
運
動

（
o
d
m
a
n
体
操
）
に
つ
い
て
で
す
。

立
っ
た
状
態
で
、
机
に
五
十
肩
で
な
い

方
の
手
を
置
き
、
五
十
肩
の
手
に
重
り

（
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
水
を
入
れ
た
も
の
で
O
K
）

を
持
ち
、
力
を
抜
い
て
垂
ら
し
、
前
か

が
み
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
体
を
揺

ら
し
な
が
ら
、
重
り
を
持
っ
た
手
を
前

後
に
10
回
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。
痛
み

の
強
い
時
期
は
安
静
が
第
一
で
す
。
無

理
を
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
、

一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

「「
関
節
周
囲
炎

関
節
周
囲
炎
」」

大
往
生
つ
な
が
り
の
不
思
議
な
ご
縁

 　
　
〜
中
村
仁
一
＆
伸
一
〜 

第
三
報
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地域包括支援センターからの
お　知　ら　せお　知　ら　せ

お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

住まい環境整備支援事業
　介護を必要とする高齢者の方が、在宅生活を長期間継続できるための住宅改修に
要する費用を助成する事業です。

対　象　者　
介護保険で要介護３～５と認定された方、もしくは、それ相当と認められる方
　　（他の公的制度（介護保険制度は除く）による資金援助を受けた方は対象になりません。）

例えば…
役場からの紹介と偽り「介護保険を使えば工事が全額免除に
なる」などと巧みにだまして、不当な費用を支払わせるケー
スです。後日、契約解除を申し出ても、業者が解約・返還に
応じないことも多いそうです。
契約する前に…
①工事を依頼するかどうかは、自分ひとりで決めずに、家族
や親族に相談する

②介護保険制度での工事は、着工する前に必ず役場に相談する
契約した後…
訪問販売の場合、工事の開始後でも、クーリング・オフ期間
内（8日間以内）であれば解約できます。「おかしい」と思っ
たら迷わずご相談ください。

　　住宅改修トラブルに気をつけよう！

対象になる住宅改修
（１）廊下・トイレ・浴室・居室・玄関・ポーチおよび玄関から一般道路までの
　　 住宅周辺部分等の拡幅
（２）車いす使用等による適当な高さの洗面台・流し台・ガス台・調理台の取替え
（３）レバー式蛇口への取替え
（４）階段昇降機や段差昇降機の設置
（５）移動改善のための扉新設
（６）移動困難である場合の居室周辺へのトイレ移設
（７）テーブル生活等のための床材の変更
（８）電気スイッチの高さ変更
（９）訪問介護員等の出入りのための勝手口の設置

費用助成
費用の10分の 9を助成します。（上限80万円）

申請方法
助成決定には審査が必要ですので、改修を行う前に地域包括支援センターに相談してください。



活の自立をサポート
ケアホームしいの実ハウス竣工式生

　重度の障がいを持つ方々が、住みなれた地域で安心、安全

に暮らすことができ、24時間体制でサポートを受けられる

生活の場「しいの実ハウス」（名田庄中区）が竣工しました。

同施設は、名田庄地域の知的障がいのある子を持つ保護者の

方々の積年の想いを受け、社会福祉法人コミュニティネット

ワークふくいがサポートし、整備されました。

　建物名称のしいの実ハウスには「しいの実のような小さな

実からすくすくと大きな木に育ってほしい」という想いが込

められています。 （５月１９日　名田庄中区）

（父子区　5月 18日）

「水防訓練」
（野尻大橋周辺　5月 27日）

「ひとり暮らし高齢者慰安会」
（あみ～シャン大飯　5月 30日）

「第７回おおい町長杯争奪ゲートボール大会」
（川のほとりゲートボール場　6月 8日）

「食いきいき隊任命式」
（保健福祉センターなごみ　5月 30日）

8

の
良
い
所
を

町
　
「
お
お
い
観
光
フ
レ
ン
ズ
」
に
福
井
里
佳
さ

ん
（
西
村
）、
木
原
美
里
さ
ん
（
川
上
）、
中
村

友
梨
栄
さ
ん
（
名
田
庄
久
坂
）
が
選
ば
れ
、
認

定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
人
は
平
成
26
年
３

月
末
ま
で
の
２
年
間
、
お
お
い
町
観
光
大
使
の

役
割
を
担
い
ま
す
。

　

お
お
い
観
光
フ
レ
ン
ズ
は
主
に
県
内
外
へ
の

出
向
宣
伝
や
、
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
、
浜
開
き
な

ど
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
で
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
５
月
22
日　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
）

た
く
さ
ん
の
人
に

良

い

村）

さ

で

を

き

上）

21
年
間
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら

れ
た
渡
邉　

宏
洋
さ
ん
（
父
子
区
）
が

「
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
」
を
受
賞
。

渡
邉
さ
ん
は
、「
民
生
委
員
と
し
て
心
が

け
て
い
た
こ
と
は
相
手
を
尊
重
す
る
こ

と
。
難
し
い
時
代
で
す
が
、
温
か
み
の
あ

る
人
が
町
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
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願の多目的ダムが完成
大津呂ダム竣工式念

　県営多目的ダム「大津呂ダム」の工事が完成し、竣工式が

行われました。

　式典では、時岡町長が「ダムの貴重な水を地域発展の源と

したい」と式辞を述べ、西川知事が「地域の日常の安心・安

全、生命、財産を守ってくれるダムとなることを確信してい

る」とあいさつしました。

　関係者のテープカットや駆けつけた本郷保育園の園児７３人

が一斉に風船を飛ばすなど、華やかな式典となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　（５月２２日　大津呂ダム）

まず生きることが大切悩
　長きにわたり社会の進展に尽くしてこられたことに感謝し

て、時岡町長が町内の１００歳到達者を慶祝訪問しました。

　この日１００歳を迎えられた青鹿ナミさん（名田庄小倉畑）

は「人の温かさや、おいしい食べ物、水に恵まれ幸せ。物事

を難しく考えすぎず、のんきに生きることが長生きの秘訣」

と語ってくれました。お友達やご家族をはじめ、多くの方々

に囲まれ、お誕生日を一緒にお祝いし、心温まる時を過ごし

ました。 （５月２８日　小規模多機能ホームきぼう）

１００歳到達者慶祝訪問

ミューズメントパークに変身
こども家族館企画展　「家族で挑戦！宝探しアドベンチャー」ア

　こども家族館で「家族で挑戦！宝探しアドベンチャー」と題したイベントが開

催されました。

　「宝探しめいろ」やボールプールでの「なぞなぞ幽霊」とのクイズ対決などで

訪れた子どもたちは大喜び。普段よりも大勢の家族連れでひと際賑わっていまし

た。（６月９日・１０日　こども家族館）

たくさんの人に町の良

い所を伝えていきたい

です！

福井里佳さん（西村

住んでいる人の温かさ

を伝えていきたいで

す。

自然が豊かなところを

元気一杯ＰＲしていき

たいです。

木原美里さん（川上

中村友梨栄さん
（名田庄久坂）
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 ちりめん細工教室

　5月 27日（日）、里山文化交流センター
で、第 1回ちりめん細工教室が開催され
ました。講師には、東急百貨店などで展
示や教室を開催している手芸家の上野篤
子さんに来ていただきました。1人 2 個
以上のちりめん細工が完成し、参加され
た方からのアンケートには、「1日で仕上

読書会
15日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　一般

ブランケットファミリー
1日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ
　　　工作など

布絵本の会
9日（月）
9:30 ～ 11:30
内容　布絵本作り

読書会「源氏物語を読む会」
12日（木）
13:30 ～ 15:00

 

えほん勉強会
15日（日）
9:30 ～ 11:30

布えほんサークル活動
10日（火）19:00 ～ 21:00
15 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

( 里山文化交流センター ) ☎ 67-3250

名田庄公民館

名田庄図書館

大飯図書館・史料館

☎ 67-3703

☎ 77-2820

第8回戦争を語る
16日（月）
13:30 ～ 15:00
語り手　林　篤 氏
　　　　（名田庄三重）
入場無料
内容　ビデオ上映＆戦争体
験者のおはなし、軍服や千
人針の展示も行います。

フラダンス教室
4日 ,18 日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　荒木 和枝 氏

ブックスタート
18日（水）
13:00 ～ 14:30
演じ手　図書館ボランティア
場　所　保健センターなごみ

音楽とお話を楽しむ会
31日（火）
11:00～11:30
対象　0歳から4歳までの乳幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・手遊び歌で遊びます。

ひまわりらんど
20日（金）
10:40 ～ 17:00
※申し込みが必要です

おはなし会 おひざでだっこ
19日（木）
10:30 ～ 11:00
対象　０～3歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手
あそび、わらべうたなど

活 動日記

がる物を準備していただいたので、完成
の喜びが味わえました」と大変好評で
「もっと回数を増やしてほしい」というご
要望もいただきました。なお、2回目は
7月 29日（日）、3回目は 9月 23日（日）
に実施します。興味のある方は名田庄公
民館までお申込みください。

ちりめん細工教室
29日（日）
11:00 ～ 16:00
講師　上野　篤子 氏（手芸家）
※申し込みが必要です

ブックスタート
1日（日）
10:00 ～ 10:30

「おおいなる詩」作品募集

平成 24年度
おおい町民文化祭　おおいなる詩テーマ

「土」
■募集要項　　　　　　　　　■備考
　・400文字以内の詩　　　　　応募は必ず封書にて 1通に
　・表現形式は自由　　　　　　つき、1作品とします。
　・未発表の作品に限ります。　応募数は問いません。
■応募資格　不問　　　　　　　所定の応募用紙か原稿用紙
■締切　9月 7日（金）　　　　 を使用してください。
■問い合わせ　おおい町文化協会事務局（☎ 77-1150）

郷土史料館企画展
第 4回
「郷土の芸術･創作家展」
7月 21日（土）
　～ 8月 31日（金）
場所　郷土史料館
　　　1階　企画展示室

文七踊大会
28日（土）
20:30 ～ 21:50
場所　里山文化交流センター
　　　ぶらっと横駐車場
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7月

 第 21 回ふるさとファミリーウォーク

 

英会話教室
◆幼児コース　3日 ,17 日（火）19:30 ～ 20:15  
◆児童コース　10 日（火）19:30 ～ 20:15
◆一般コース　3日 ,10日 ,17日（火）20:30 ～ 21:30
講師　アレン・ローラ氏、センテノ・レベッカ氏

　5月 20日（日）、「第 21回ふるさとファ
ミリーウォーク」が開催されました。今
回は名田庄地区を会場に、あきない館か
ら、山あいをぐるっとめぐり、三重の岩
の鼻遺跡を経由して帰ってくるコースで、
町内外から約 450 人の方々に参加いただ
きました。当日は天気も良く、山や田の

緑豊かな景色や川の流れを感じながら
の、のどかなウォーキングとなりまし
た。軽く汗を流しつつ、施設見学やふ
るさとクイズも盛り込んで、頭の体操
も行いました。来年は佐分利地区がコー
スになります。是非ご参加ください。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯
中央公民館

（総合町民センター）  ☎ 77-1150

佐分利公民館
（ふるさと交流センター） ☎ 78-1211

第3回歴史教室
14日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

暦会館・佐分利公民館連携講座
第 4回暦教室
7日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

活 動日記

愛護センター
大飯支部巡回指導
13日（金）,30 日（月）
17:00 ～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

絵手紙教室
14日 ,28 日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺 淳 氏

大島公民館
（はまかぜ交流センター） ☎ 77-3011

エアロビクス教室
4日 ,11 日 ,18 日 ,25 日（水）
19:30 ～ 20:30
講師　一瀬　裕子 氏

フラメンコ教室
12日 ,26 日（木）
20:00 ～ 21:30 

講師　石田 ちなみ 氏

フラワーアレンジメント教室
6 日（金）
19:30 ～ 21:00 
講師　柿本 紀子 氏

参加料　2,000 円（材料代）

交通安全教室
24日（火）
14:00 ～
講師　小浜警察署生活安全係長等

バレーボール教室
3日 ,10 日 ,17 日 ,24 日（火）
19:30 ～ 21:00
場所　本郷小学校体育館
対象　町内在住の 4歳以上
参加料　100円（保険料）※未就学児は原則親子参加です

第 2回ヨーガ教室
21 日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧 理絵子 氏
場所　あみーシャン大飯
　　　（ふれあいホール）

町を楽しむ会定例会
18 日（水）
19:30 ～ 
毎月第 3 水曜日に定例会を開
催します。（日程変更あり）
施設見学や史跡めぐりを通し
て、町のことを話し合います。
随時ご参加ください。

交通安全教室
27日（金）
14:00 ～ 15:30
講師　小浜警察署員および
高齢者交通安全リーダー等

国際交流協会　七夕会
7日（土）
18:00 ～
場所　総合町民センター
参加料　200円
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お
知
ら
せ
ら
せ

NEWS&EWS&

INFORMATIONNFORMATION

■おおい町役場■おおい町役場
　☎ 77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 20 件
死者 0 人
傷者 26 人
物損 111 件

町 内交通事故発生状況
（平成24年 5月 31日現在）

人権相談人権相談
里山文化交流センター

7月18日 （水） 13時～15時
日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
710日

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院

総
務
課
☎
52
・
０
９
９
０

問

賑
わ
い
創
出
施
設

　
　
　

指
定
管
理
者
募
集

杉
田
玄
白
記
念
公
立

  

小
浜
病
院
職
員
募
集
に
つ
い
て

商
工
観
光
振
興
課　
☎
77
・
１
１
１
１

問

▼
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

看
護
師　

20
人

臨
床
工
学
技
士　

２
人

採
用
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

募
集
期
間　
７
月
２
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
　
７
月
31
日
㈫
（
必
着
）

※
試
験
案
内
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
浜
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

で
は
７
周
年
を
記
念
し
、
次
の
と
お

り
無
料
法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
21
日
㈯

 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

（
お
ひ
と
り
様
30
分
枠
）

▼
相
談
内
容

・
離
婚
に
関
す
る
こ
と

・
借
金
問
題
に
関
す
る
こ
と

・
交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と

・
医
療
問
題
に
関
す
る
こ
と

な
ど
普
段
気
に
な
る
法
律
問
題
に
関

し
て
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
の
間
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

法
律
問
題
を
は
じ
め
、
日
頃
く
ら

し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
弁
護
士
や
金
融
の
専
門
家
が
お

応
え
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
11
日
㈯

         

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ　

小
浜
市
勤
労
福
祉
会
館

▼
開
催
日
時
・
場
所

７
月
14
日
㈯　

13
時
30
分
か
ら

Ｊ
Ａ
若
狭
会
館　

３
階
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
対
象
者

　
（
求
職
者
）

①
平
成
25
年
３
月
に
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
修
、
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
及
び
そ
の
保
護
者

②
平
成
24
年
３
月
学
校
卒
業
・
未
就
職

者
と
そ
の
保
護
者

③
一
般
若
年
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

（
求
人
者
）

平
成
25
年
３
月
新
規
学
卒
者
及
び
学

卒
未
就
職
者
、
一
般
若
年
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
希
望
者
を
採
用
す
る
予
定
の

あ
る
求
人
事
業
所

　

平
成
25
年
に
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
賑
わ
い
創
出
施

設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

町
内
に
事
業
所
が
あ
る

法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
受
付
期
間　
７
月
26
日
㈭
ま
で

※
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

小
浜
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
53
・
２
０
１
８

問

無
料
法
律
相
談
会

改正育児休業法が全面施行されます改正育児休業法が全面施行されます

福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

☎
０
７
７
６
・
21
・
５
９
２
９

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜

☎
52
・
１
２
６
０

あっとほ～むいきいき館  
　　　　　  ☎ 67・2000

問

あっとほ～むデッ !! いきいきまつり
　　縁

えん

　～安心な町をめざして～

と　き　7月 14日（土）13:00～ 16:30
ところ　あっとほ～むいきいき館

13:00～　オープニング　名田庄太鼓
13:30～　講演会
　　　　　＜演題＞「人づくり　町づくり」
　　　　　講師：立原　啓裕氏　
15:10～　童謡を歌おう
15:50～　職員劇　「絆の力」～心をつなぐ～
16:20～　手話サークル　「フラワー」
体験コーナー、バザー、展示コーナーもあり！

７月は「犯罪や非行を防ぎ社会を７月は「犯罪や非行を防ぎ社会を
明るくする運動」の強調月間です。明るくする運動」の強調月間です。
その支えとなるのが町民の皆さまその支えとなるのが町民の皆さま
のチカラです。のチカラです。
ご協力よろしくお願いします。ご協力よろしくお願いします。

社会を明るくする運動おおい町実施委員会
若狭地区保護司会

７月１日から
①育児短時間勤務制度（１日６時間勤務を可能に）
②育児所定外労働の免除
③介護休暇（対象家族１人の場合年５日、対象
家族２人以上の場合年１０日）
が全ての事業主に義務化されます。

福井労働局雇用均等室
☎ 0776・22・3947

問

問
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
衰
運
で
総
て
に
低
迷

の
兆
し
あ
り
。
ま
さ
に
断
崖
の

絶
壁
に
立
つ
様
相
。
い
か
に
進

む
か
、
降
る
か
退
路
を
見
つ
け

る
の
が
第
一
。
今
は
自
分
の
判

断
以
外
に
な
い
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
不
安
定
な
状
態
。
周

囲
が
多
忙
と
な
り
落
ち
着
か
ぬ

日
々
が
続
く
。
や
や
も
す
る
と

巻
き
込
ま
れ
て
走
り
出
し
そ
う

に
な
る
が
こ
こ
は
我
慢
。
特
に

投
機
的
な
こ
と
は
禁
物
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
不
安
定
で
大
き
く
行

動
す
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
を
壊
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ぬ
。
次
の
好
機

を
待
ち
、
も
う
一
度
計
画
を
見
直

し
援
助
を
求
め
る
の
が
賢
策
。
焦

り
は
禁
物
。

7月の運気7月の運気
   （7月 7日～ 8月 6日まで）   （7月 7日～ 8月 6日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
強
運
。
し
か
し
周
囲

と
の
調
和
が
と
れ
ず
反
発
が
多

く
な
っ
て
く
る
。
心
身
と
も
に

休
む
暇
も
無
く
努
力
し
て
も
成

果
は
割
に
合
わ
ぬ
事
が
多
い
。

他
人
事
に
は
深
入
り
禁
物
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
大
い
に
躍
動
し
好
機

へ
の
転
換
期
で
あ
る
。
今
こ
そ

積
年
の
蘊
蓄
を
持
ち
大
い
に
前

進
せ
よ
。
成
果
は
十
分
期
待
出

来
る
。
柔
よ
り
剛
の
対
応
が
今

は
必
要
で
あ
る
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
平
穏
に
過
ぎ
て
い
る
。

今
日
ま
で
の
積
み
重
ね
も
評
価

さ
れ
る
。
し
か
し
、
各
方
面
か

ら
信
用
も
深
ま
る
に
つ
れ
や
や

も
す
る
と
傲
慢
な
態
度
が
出
そ

う
。
注
意
が
肝
要
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
衰
運
で
未
だ
回
復
す

る
様
子
が
見
え
な
い
。
長
期
の

構
え
で
対
応
す
る
事
に
な
る
。

焦
り
は
禁
物
、
来
る
好
機
に
備

え
周
辺
の
見
直
し
も
肝
心
。
一

進
一
対
の
正
念
場
で
も
あ
る
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
や
や
上
昇
の
感
あ
り
。

し
か
し
未
だ
重
大
な
相
談
事
は

要
注
意
。
周
囲
と
の
輪
と
和
が

肝
要
。
運
気
も
徐
々
に
回
復
し

て
い
く
の
で
焦
ら
ず
よ
り
十
分

な
検
討
を
行
い
行
動
に
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
今
な
お
平
穏
に
進
ん

で
い
る
。
万
事
本
格
的
な
行
動
に

移
し
て
も
差
し
支
え
は
な
い
。
し

か
し
そ
の
後
の
方
法
が
難
し
く

よ
ほ
ど
の
努
力
と
知
識
が
無
い

と
無
駄
骨
と
も
な
る
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星

一
白
水
星　
明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　
明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　
明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

四
緑
木
星　
大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星

六
白
金
星　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星

七
赤
金
星　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星

八
白
土
星　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　
明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

応募内容：明るい選挙の推進につながる標語
応募資格：福井県内に住んでいる方
標語形式：リズミカルなもの
応募期限：９月７日（金）まで
応募先：町の選挙管理委員会（役場総務課）
入賞者発表：１０月中旬頃
注意事項：応募作品の著作権は主催者に帰属する
　　　　　ものとし、今後の各種選挙の啓発活動
　　　　　に利用します。

おおい町選挙管理委員会
　　　　　  ☎ 77・1111

問

　市町村振興宝くじサマージャンボと２０００万
サマーの収益金は、明るく住みよいまちづくりに
使われます。県内での購入をお願いします。
　　●サマージャンボ
　　　　１等・前後賞合わせて５億円
　　　　（サマージャンボ史上最高額）
　　●２０００万サマー
　　　　１等２千万円×４５０本
　　●発売期間 (同時発売 )
　　　　７月９日 (月 )から
　　　　７月２７日 (金 )まで

㈶福井県市町村振興協会
        ☎ 0776・57・1633

問

明るい選挙啓発標語を募集します

明るく楽しい一句を！

宝くじの購入は
　　　　県内で！
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大
飯
大
飯    

発
電
所

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics

大飯発電所３号機、４号機の再起動に

かかる工程について

大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,638.8億kwh 5,778日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 24年 5月末日現在の数値です。

6月 7月

平成24年

原子炉起動時期未定

特別な監視体制

　大飯３・４号機は、６月１６日に国の最終的な再起動の判断がなされました。
　それを受けて、３号機は再稼動の作業を開始し、発電開始まで約３週間を予定しております。
また、４号機も７月中旬から下旬には発電を開始する予定です。
　なお、今回の再稼動にかかる期間は、国・県による特別な監視体制が構築されます。

３
号
機

４
号
機

　タービン
バランシング等

２次系クリーンアップ 諸検査

（約10～ 12日間） （約 7日間） （約 1～ 3日間）

（約 4～ 5日間）

7月上旬

▼▽▽

　タービン
バランシング等

（約 21～ 27日間） （約 8日間） （約 1～ 3日間）

（約 4～ 5日間）▼▽▽

２次系クリーンアップ等 諸検査

発電機出力

（作業開始～３号機の並列） （３号機の並列～４号機の並列）

約3週間（18～22日間） 約3週間（16～20日間）

原子炉
  起動

原子炉
  臨界

発電開始
  （並列）

▽

定格熱出力
一定運転開始

発電機出力
発電機出力

▽

定期検査
 　終了

▼

原子炉
  起動

原子炉
  臨界

発電開始
  （並列）

7月中旬～下旬 定格熱出力
一定運転開始

▽

調整運転

調整運転  　　　第１４回定期点検中

　　第１５回定期点検中

  　　           原子炉起動時期未定
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な ご み

いきいき
   7月

まちの人口
平成24年 6月 1日現在　　（　）は前月比

保健福祉センター「なごみ」
なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

あっとほ～むいきいき館
保健福祉室　☎ 67-2000

休日在宅当番医

休日救急医療機関 小浜病院

■乳幼児健康診査

　６～７か月児・１歳６か月児健診　　　  18 日㈬
　２歳児・３歳児健診 13 日㈮
■すくすく広場 20 日㈮
■はぐはぐの会 17 日㈫
■離乳食教室 6 日㈮
■心の健康相談・ミニデイケア 27 日㈮
■住民健診

　ふるさと交流センター・やまびこ会館　   4 日㈬
　保健福祉センターなごみ 10 日㈫
　し～まいる・総合町民センター　　　　 25 日㈬

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,802　　　　　（＋６）

   男　　　　　　4,293　　　　　（＋３）

   女　　　　　   4,509　　　　　（＋３）

世帯数　　　　　3,191　　　　　（＋３）

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 24年 5月 11 日から
 　  平成 24 年 6 月 13 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   名前　       性別　     保護者　        住所

中谷　 陸
りくと

人　　  男　　 純基・貴子　 　　宮留

柿本　 遥
はると

斗　  　男　　 有哉・利恵　 　　久保

寺本　 光
こうしろう

志朗　  男　　 光宏・佳子　　 　１５区

浦松　 愛
あいら

徠　  　女　　 秀行・めぐみ 　　野尻

早　    優
ゆうひ

妃　  　女　　 智也・優子 　　　名田庄下

鮫島　 羚
れい

　  　　男　　 武志・理菜　 　　１５区

  名前         年齢      性別　　  住所

桒田　善廣　　　90歳　　  男　     野尻

覀尾　靜子　　　83歳　　  女　     犬見
塚本　敏子　　　88歳　　  女　     鹿野

下中　トミ子　　84歳　　  女　     名田庄挙野

田中　文雄　　　79歳　　  男　     父子

糸田　正夫　　　79歳　　  男　     名田庄槇谷

門野　周一　　　89歳　　  男　     名田庄中

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■乳幼児健康診査

　１歳６か月児・２歳児・３歳児健診　　  20 日㈮
■すくすく広場 13 日㈮
■離乳食教室 27 日㈮
■一般健康相談 毎週木曜日
■ふれあいのつどい 18 日㈬
■住民健診

　名田庄公民館・久田の里交流センター     11 日㈬
  美川集会場・あっとほ～むいきいき館    23 日㈪

■納田終・井上・中地区 3日㈫ 12日㈭ 20日㈮ 31日㈫

■坂本・西谷地区　　 10日㈫ 19日㈭ 27日㈮

■下久田・久坂・下地区 5日㈭ 13日㈮ 24日㈫

■三重・小倉・美川地区 6日㈮ 17日㈫ 26日㈭

  1 日（日）  高浜病院　  8 日（日）  堀口医院　　      
15 日（日）  高浜病院   16 日（月）  なごみ診療所
22日（日）  高浜病院　29日（日）  高浜病院　　   

たかさご

    名前　           住所（　）は旧姓・旧住所

 早川　与志樹　　　　名田庄三重
（木下） 美子　　　　　（小浜市）

 小野　恭裕　　　　　名田庄三重
（池田） そのみ　　　　（小浜市）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。
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◆
平
成
24
年
6
月
26
日
◆

広
報

広
報

▼
今
月
号
に
掲
載
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
若
州
一
滴
文
庫
で

行
わ
れ
た
若
州
人
形
座
公
演　

竹
人
形
文
楽
「
曾
根
崎
心
中
」

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼

お
世
辞
に
も
広
い
と
は
言
え
な

い
会
場
に
約
２
０
０
人
の
聴
衆

が
ぎ
っ
し
り
▼
風
情
の
あ
る
建

物
の
中
で
鑑
賞
し
た
公
演
は
素

晴
ら
し
く
、
終
了
後
は
し
ば
ら

く
拍
手
が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で

し
た
▼
取
材
に
行
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
思
わ
ず

近
く
の
人
に
感
想
を
求
め
る
と
、

「
こ
こ
に
来
る
の
は
３
回
目
だ
け

ど
、
見
れ
て
嬉
し
い
、
感
動
し
た
」

と
大
絶
賛
▼
ど
う
や
ら
家
族
全

員
が
フ
ァ
ン
の
よ
う
で
、
何
だ

か
少
し
誇
ら
し
い
気
分
に
な
り

ま
し
た
（
ち
な
み
に
自
分
は
公

演
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
初
め
て
で
し
た
が
…
）
▼
チ

ケ
ッ
ト
も
と
れ
な
い
状
況
を
想
像

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
４
枚
チ

ケ
ッ
ト
を
と
れ
た
時
は
奇
跡
だ
と

感
じ
た
そ
う
で
す
▼
そ
の
方
々
と

同
じ
よ
う
に
、
自
分
も
す
ご
く
価

値
の
あ
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
ま
し
た
▼
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

も
の
凄
く
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し

た
▼
こ
れ
か
ら
は
多
く
の
人
に
自

慢
と
い
う
名
の
広
報
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
（
な
る
と
）

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町犬見

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

真
珠
い
か
だ
の
並
ぶ

　
　
　
　

青
戸
の
入
江

              

　

青
戸
の
入
江
に
浮
か
ぶ
真
珠
い

か
だ
が
夕
焼
け
に
よ
っ
て
美
し
く

照
ら
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
見
地
区
で
真
珠
の
養
殖
が

本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
昭

和
28
年
の
こ
と
で
、
大
月
真
珠

若
狭
養
殖
場
が
創
業
さ
れ
、
本

場
三
重
県
業
者
の
進
出
と
地
元

業
者
の
操
業
が
相
ま
っ
て
今
日

に
至
り
ま
す
。

　　

写
真
・
粟
野
氏
（
小
浜
市
）


